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第23号

　

先
の
総
会
で
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
誠
心
誠
意
尽
く
す
所
存
で
い
ま
す
の
で
、

ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一
極
集
中
は
止
ま
る
事
な
く
進
み
、
地
方
の
県
や
市
で
は
、
創
生
の
た
め
の
様
々
な

行
政
施
策
が
推
進
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
現
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
殆
ど
の
地
域
で
は
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
っ
て
お
ら
ず
、
高
齢
化
率
も
年
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
も
出
生
率
は
高
い
割
に
人
口
増
に
は
繋
が
ら
ず
、
求
人
倍
率
は
高
い
も
の
の
、

県
外
企
業
へ
の
就
職
や
大
学
進
学
等
で
流
出
す
る
若
者
も
多
く
、
依
然
と
し
て
人
口
減

少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、「
住
み
や
す
い
田
舎
」
総
合
部
門
で
鳥
取
市
が
全
国
第
１
位
と
の
報

道
を
見
聞
し
た
時
、
地
元
を
知
る
も
の
と
し
て
素
直
に
喜
べ
な
い
所
が
あ
る
一
方
で
、

そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
地
域
に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
有
り
難
さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

近
年
、
各
地
区
の
自
治
会
や
町
内
（
区
）
会
で
は
、
住
み
た
く
な
る
「
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
防
災
・
防
犯
活
動
、
子
ど
も
と
高
齢
者

の
福
祉
活
動
等
、地
区
な
り
の
様
々
な
活
動
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

近
隣
の
絆
を
育
む
自
治
会
活
動
を
目
の
当
り
に
し
な
が
ら
、
勝
手
な
理
由
を
つ
け
て
自

治
会
へ
加
入
し
な
い
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
現
状
で
す
。

　

自
治
連
と
し
て
も
、
加
入
促
進
や
、
自
治
会
活
性
化
の
検
討
、
情
報
の
発
信
等
に
関

す
る
三
つ
の
委
員
会
を
設
置
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治
を
基

本
と
す
る
自
治
会
・
町
内
（
区
）
会
は
皆
様
の
組
織
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
益
々

の
発
展
を
ご
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
鳥
取
市
自
治
連
合
会
へ
の
ご
協
力
に
つ
き
ま
し
て

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 ご

　
挨

　
拶

鳥
取
市
自
治
連
合
会

�

会 

長
　
渡
邊
勘
治
郎

住
み
よ
い
郷さ
と

づ
く
り
を

　
　
　
　
　
め
ざ
し
て

　
　
明
治
地
区
自
治
会

　
　
　
　
会
長
　
西
口
清
壽

明
治
地
区

　

明
治
地
区
は
、
県
道
四
十
九
号
線
を
挟
ん

で
南
西
に
細
長
い
十
三
集
落
三
百
四
十
三
世

帯
か
ら
な
る
地
域
で
す
。

　

地
区
で
は
、
平
成
二
十
一
年
一
月
に
「
明

治
郷
づ
く
り
協
議
会
」
を
結
成
し
、
明
治
地

区
に
お
い
て
住
民
が
安
全
で
活
力
の
あ
る
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
市
と

の
連
携
の
も
と
に
明
治
地
区
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
策
定
及
び
そ
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

自
治
会
を
は
じ
め
各
種
団
体
の
協
力
を
得

て
、「
郷
づ
く
り
協
議
会
の
全
体
会
」
で
事

業
を
計
画
し
、
そ
の
活
動
を
効
果
的
に
行
う

た
め
五
つ
の
専
門
部
（
総
務
広
報
部
、
健
康

福
祉
部
、
防
災
・
防
犯
部
、
生
涯
学
習
部
、

自
然
環
境
部
）の
組
織
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、
森
林

ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
安
蔵
（
健
康
福
祉
部
）
防
災

マ
ッ
プ
づ
く
り
と
防
災
先
進
地
の
視
察
（
防

災
・
防
犯
部
）
星
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
（
生
涯
学

習
部
）
コ
ス
モ
ス
ロ
ー
ド
（
自
然
環
境
部
）

事
業
広
報
（
総
務
広
報
部
）
を
実
施
予
定
で

す
。

　

ま
た
、
地
区
の
三
大
イ
ベ
ン
ト
（
大
運
動

会
・
夏
祭
り
・
文
化
農
業
祭
）
や
新
春
講
演

会
、
明
治
ふ
る
さ
と
音
頭
の
新
し
い
ふ
り
つ

け
、
手
踊
り
手
笠
踊
り
の
集
い
へ
の
協
力
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
が

進
む
中
で
、
今
後
と
も
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
住
み
よ
い
安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防災マップ作り（会合）

防災マップ作り（現場）
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平
成
二
十
九
年
度

　

定 
期 

総 

会

　

平
成
二
十
九
年
五
月
十
一
日
、
と
り
ぎ

ん
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
各
地

区
よ
り
選
出
さ
れ
た
百
三
十
一
名
の
代
議

員
の
出
席
の
も
と
、
定
期
総
会
及
び
講
演

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、「
鳥
取
の
明
治
維
新
」

～
江
戸
か
ら
明
治
へ
～
の
テ
ー
マ
で
、
鳥

取
歴
史
博
物
館　

学
芸
員　

横
山
展
宏
氏

を
お
迎
え
し
、
興
味
深
い
鳥
取
の
歴
史
の

移
り
か
わ
り
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
渡
邊
会
長
が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
た
後
、
永
年
に
わ
た
り
町
内
会
活
動

に
功
績
の
あ
っ
た
地
区
会
長
や
町
内
会
長

等
を
務
め
て
退
任
さ
れ
た
四
十
七
名
の

方
々
に
対
し
、
鳥
取
市
長
及
び
鳥
取
市
自

治
連
合
会
長

か
ら
そ
れ
ぞ

れ
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、

深
澤
市
長
及

び
金
谷
市
議

会
副
議
長
か

ら
ご
祝
辞
を

い
た
だ
い
た

後
、
被
表
彰

者
を
代
表
し

て
賀
露
地
区

の
山
田
哲
彦

氏
か
ら
謝
辞

が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

市
政
概
要

で
は
、
深
澤
市
長
か
ら
「
中
核
市
移
行
に

つ
い
て
」
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
長
団
に
西
川
用
瀬
地
区
会
長

と
西
尾
気
高
地
区
会
長
を
選
出
し
、
議
案

の
審
議
に
入
り
、
以
下
の
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

・
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
報
告
、
監
査
報
告

・
平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及

び
収
支
予
算
（
案
）

・
役
員
の
承
認

講演会

定期総会

新　役　員

会
　
長

渡
　
邊
　
勘
治
郎

副
会
長

南
　
部
　
　
　
敏

副
会
長

竹
　
森
　
貞
　
美

副
会
長

大
　
西
　
隆
　
秀

副
会
長

下
　
澤
　
理
　
如

副
会
長

土
　
橋
　
周
　
美

監
　
事

岡
　
田
　
一
　
壽

監
　
事

田
　
中
　
雅
　
勝

監
　
事

安
　
木
　
恭
　
次

南
吉
方
一
丁
目

　
　
　
町
内
会
の
特
色

　
　
南
吉
方
一
丁
目
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
奥
田
恭
正

日
進
地
区

　

平
成
二
十
四
年
よ
り
、
町
内
会
長
を
拝
命
、

少
し
で
も
地
元
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
を
念
頭

に
活
動
状
況
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
側
溝
の
整
備
に
着
手
し
ま
し
た
。
市
に
要

望
し
た
結
果
、
継
続
事
業
と
通
知
が
あ
っ

た
も
の
の
十
八
年
よ
り
途
絶
え
、
全
く
整

備
さ
れ
ま
せ
ん
。
再
度
二
十
四
年
よ
り
市

へ
毎
年
繰
り
返
し
要
望
し
ま
し
た
。
市
は

継
続
事
業
な
の
で
、
要
望
を
し
な
く
て
も

す
る
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
が
、
前
例
も

あ
り
毎
年
要
望
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
二
十
八
年
度
中
に
は
町
内
会

全
て
の
側
溝
の
整
備
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

②
既
存
の
街
路
灯
二
十
四
基
を
毎
年
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
枠
一
杯
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
三
十
年
に
は
全
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
予

定
で
す
。

③
新
規
街
路
灯
の

設
置
で
す
。
町

内
環
境
部
長
が

現
地
調
査
し
、

二
十
八
年
と

二
十
九
年
に
各

三
か
所
設
置
し

ま
し
た
。
毎
月

の
電
気
代
は
、

減
少
傾
向
で
す
。

④
町
内
会
員
の
増
加
で
す
。
四
年
前
九
階
建

て
マ
ン
シ
ョ
ン
建
築
中
に
交
渉
し
、
全

四
十
戸
の
会
員
加
入
を
実
現
し
ま
し
た
。

入
居
者
（
子
供
会
対
象
者
八
世
帯
、
敬
老

会
対
象
者
二
世
帯
）
全
戸
に
納
涼
祭
実
施

を
案
内
し
て
い
ま
す
。

⑤
敬
老
会
の
開
催
で
す
。
該
当
参
加
者
は
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
町
内
在

住
者
を
講
師
に
選
び
、
健
康
体
操
、
糖
尿

病
、
特
殊
詐
欺
防
止
、
書
の
作
品
、
ゲ
ー

ム
、
ビ
ン
ゴ
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

⑥
東
富
安
公
園
の
花
壇
の
整
備
で
す
。
公
園

愛
護
会
の
会
長
の
も
と
、
毎
年
子
供
会
が

主
体
と
な
り
、
ひ
ま
わ
り
、
葉
牡
丹
等
の

苗
を
植
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
町
内
会
長
の
な

り
手
が
な
い
（
高
齢
化
、
社
会
で
活
躍
等
）、

ま
た
防
災
、
防
犯
体
制
の
具
体
化
、
消
火
栓

の
確
認
、
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、
諸
問
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

敬老の日「お祝いの会」

日本海新聞掲載　2015年12月21日
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住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と

　
　
　
　
　
思
え
る
村
に

　
　
酒
津
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
　
会
長
　
河
根
裕
二

気
高
地
区

つ
ど
い 

ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
　
た
す
け
あ
い

　
　
浜
坂
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
会
長
　
米
原
慶
三

浜
坂
地
区

　

酒
津
地
区
は
、
気
高
町
の
東
部
に
位
置
す

る
漁
港
を
抱
え
る
一
七
〇
戸
ほ
ど
の
集
落

で
、
一
村
で
地
区
公
民
館
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
酒
津
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
こ
の

地
区
公
民
館
を
事
務
局
・
活
動
拠
点
と
し
て

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
は
、
生
活
環
境
部
、
防
災
防
犯
部
、

教
育
文
化
部
、
健
康
福
祉
部
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
報
部
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
便
り

を
年
三
～
四
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
部
は
、
花
植
え
や
除
草
作
業
な

ど
地
区
内
の
環
境
美
化
の
取
り
組
み
や
、
鳥

取
方
式
で
植
え
ら
れ
た
芝
生
の
公
園
の
管
理

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

防
災
防
犯
部
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時
の
備

え
の
た
め
消

火
栓
に
点
滅

灯
を
設
置
し

た
り
、
津
波

に
備
え
た
海

抜
表
示
の
設

置
を
行
っ
た

り
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、

急
傾
斜
地
に

　

浜
坂
地
区
は
、
つ
ど
い
、
ふ
れ
あ
い
、
た

す
け
あ
い
を
合
言
葉
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

約
五
十
年
前
ま
で
は
浜
坂
本
村
、
出
村
の

浜
坂
新
田
、
市
営
住
宅
の
ひ
ば
り
ヶ
丘
、
小

松
ヶ
丘
、夕
日
ヶ
丘
の
小
さ
な
地
区
で
し
た
。

昭
和
四
十
年
代
に
浜
坂
の
西
瓜
畑
が
宅
地
造

成
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
化
し
大
規
模
住

宅
地
に
な
り
、
そ
の
後
浜
坂
本
村
の
水
田
も

次
々
に
宅
地
化
さ
れ
、
ま
す
ま
す
大
規
模
住

宅
地
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
も
自
治
会
活
動

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
程
盛
ん
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
言
い
方
は
悪
い
で
す
が
、

寄
せ
集
め
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
当
時
の
役

員
会
で
、
地
区
納
涼
祭
を
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。
す
る
と
、
盆
は
里

帰
り
を
し
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
無
理
で
は

な
い
か
？
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。
当
時

の
会
長
さ
ん
が
、里
帰
り
す
る
の
で
は
な
く
、

浜
坂
に
来
て
も
ら
う
様
に
し
な
け
れ
ば
ダ
メ

立
地
す
る
こ

と
も
あ
り
、

全
地
区
民
を

対
象
に
し
た

大
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
を

想
定
し
た
避

難
訓
練
を
例

年
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
各

組
が
避
難
者

の
掌
握
や
連
絡
報
告
な
ど
の
訓
練
の
ほ
か
消

火
訓
練
な
ど
も
併
せ
て
行
い
、
炊
き
出
し
も

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

教
育
文
化
部
は
、「
岸
壁
に
絵
を
描
こ
う
」

と
い
う
こ
と
で
、
子
供
会
の
協
力
を
得
て
、

色
鮮
や
か
な
思
い
思
い
の
絵
を
ペ
イ
ン
ト
す

る
事
業
の
ほ
か
、
地
区
内
に
あ
る
石
造
物
や

史
跡
な
ど
の
解
説
板
の
設
置
、
地
区
内
の
見

ど
こ
ろ
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

健
康
福
祉
部
は
、
地
区
民
の
健
康
増
進
の

た
め
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
ス

ポ
ー
ツ
吹
き
矢
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
実

施
、
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
体
操
の
普
及
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
集
団
検
診
の
啓
蒙
や
万
歩

計
の
貸
し
出
し
な
ど
、
常
日
頃
の
健
康
維
持

の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

酒
津
地
区
も
、
少
子
高
齢
化
の
波
は
押
し

寄
せ
て
い
ま
す
。
地
区
の
子
供
た
ち
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
国
の
無
形
民
俗
文
化
財
の
伝
統

行
事
「
酒
津
の
ト
ン
ド
ウ
」
は
少
子
化
に
よ

だ
と
言
わ
れ
、
始
め
た
の
が
“
浜
坂
地
区
納

涼
盆
踊
り
大
会
”
で
す
。
今
年
は
節
目
の

四
十
周
年
で
す
。
納
涼
祭
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
浜
坂
音
頭
や
河
内
音
頭
な
ど
数
曲
が
踊
ら

れ
ま
す
。
各
町
内
会
担
当
の
夜
店
で
は
、
か

き
氷
、
ポ
テ
ト
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
金
魚

す
く
い
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
、
ま
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
体
育
館
も
夜
店
で
焼
き
そ
ば
、
焼
鳥
、

ビ
ー
ル
な
ど
販
売
し
、
大
変
賑
や
か
で
す
。

浜
坂
六
大
事
業
の
一
つ
、
納
涼
祭
を
通
し
て

地
域
づ
く
り
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
浜
坂
地
区
は
現
在
二
千
五
十
世

帯
で
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
だ
ん
だ
ん

弱
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
つ
ど
い
、
ふ

れ
あ
い
、
た
す
け
あ
い
の
合
言
葉
で
頑
張
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

酒津地区避難訓練

浜坂地区納涼盆踊り大会

樽谷坂環境整備

り
そ
の
継
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
な
ど
の
課
題
も

抱
え
て
い
ま
す
。

　

酒
津
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
住

ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
楽
し
く

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
の
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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　平成29年度先進地視察は、去る6月15日高松
市役所において高松市コミュニティ協議会連合会
と研修会を行いました。研修内容は、①高松市に
おける地域コミュニティ施策の概要について②高
松市コミュニティ協議会連合会の組織概要につい
て③自治会加入促進事業についての3項目です。
　高松市の公民館は各小学校区に１館、市内全域
で52館あったが、平成18年度から全館コミュニ
ティセンターへ移行し、生涯学習の機能は残した
まま各地域コミュニティ協議会に管理運営を委
託、翌19年度からは同協議会を指定管理者とし
て、地域管理を行っています。
　コミュニティセンター職員は地域雇用（セン
ター長１名、主任１名）しており、センター事業
等を検討する管理運営委員会及び生涯学習部会員
は自治会員を中心とした地域コミュニティ協議会
の構成員で結成し、地域の特性を生かした事業を
計画、実施しています。
　平成22年に「高松市自治基本条例」が施行さ
れ、その翌年「自治と協働の基本指針」を策定。
地域コミュニティ協議会及び市民活動団体を市の
パートナーに位置付けて、自治と協働の基本指針

には、地域コミュ
ニティ協議会の
役割、単位自治
会・連合自治会
の関係について
明記されていま
す。特に自治会は地域コミュニティ協議会を支え
る「コマの軸」にも例えられ、中心的な役割を担
う重要な組織として認識されています。
　自治会加入促進事業については、平成22年に
「自治会加入促進の手引き」を作成、各自治会が
加入促進に取り組んでいます。平成23年には、
高松市及び県宅建協会と自治会加入促進の三者協
定を締結し、入居者等に対して積極的な自治会加
入について協力依頼しています。11月を自治会
加入促進月間に定め、コミュニティ協議会・高松
市と合同で作成したリーフレット等を街頭配布し
たり未加入世帯への個別訪問をしたりして、啓発
活動を行っているそうです。
　今回の研修は、予定していた時間ぎりぎりまで
白熱した意見交換ができ、大変有意義な研修とな
りました。� （文責／副会長　土橋　周美）

平成29年度 先進地研修視察の概要 　

鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
の
動
き

平
成
二
十
八
年
度

◇
中
四
国
自
治
会
連
絡
協
議
会

　

二
月
十
日
、
高
知
市
に
お
い
て
各
県
連

合
会
の
代
表
者
等
約
百
十
名
が
集
い
開
催

さ
れ
、
鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
か
ら
十
四

名
が
参
加
し
た
。
各
県
連
代
表
が
活
動
事

例
を
発
表
し
、
そ
の
後
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
鳥
取
県
か
ら
は
、
地
域
と
連
携
し
設

置
さ
れ
た
「
福
部
未
来
学
園
」
の
事
例
を

紹
介
し
た
。

◇
響
か
せ
よ
う
ト
ッ
ト
リ
ズ
ム
♪

　
　
と
っ
と
り
元
気
フ
ェ
ス
二
〇
一
七

　
（
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
）

　

一
月
十
四
日
、
湯
梨
浜
町
に
て
開
催

さ
れ
、
鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
か
ら
は

五
十
六
名
が
参
加
し
た
。
分
科
会
で
は
、

灘
手
地
区
の
見
守
り
活
動
や
こ
ど
も
食
堂

の
事
例
発
表
等
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
九
年
度

◇
第
一
回
正
副
会
長
会

　
（
四
月
二
十
六
日
、
倉
吉
市
役
所
）

◇
平
成
二
十
八
年
度
監
査
会

　
（
四
月
五
日　

鳥
取
市
）

◇
平
成
二
十
九
年
度
総
会
及
び
研
修
会

　
（
五
月
二
十
九
日
、
米
子
市
役
所
）

◎
総
会

・
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
報
告
、
監
査
報
告

・
平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
予
算
（
案
）

・
役
員
選
出

　

会　

長　

福
景　

順
一�

（
米
子
市
）　

　

副
会
長　

笠
見　

猛�

（
倉
吉
市
）　

　

副
会
長　

渡
邊　

勘
治
郎�

（
鳥
取
市
）　

　

理　

事　

上
橋　

晃
治�

（
米
子
市
）　

　

理　

事　

北
村　

軍
二
郎�

（
米
子
市
）　

　

理　

事　

手
島　

博�

（
米
子
市
）　

　

理　

事　

松
井　

克
英�

（
米
子
市
）　

　

理　

事　

福
井　

章
人�

（
倉
吉
市
）　

　

理　

事　

斎
木　

英
宏�

（
倉
吉
市
）　

　

理　

事　

米
田　

耕
作�

（
倉
吉
市
）　

　

理　

事　

南
部　

敏�

（
鳥
取
市
）　

　

理　

事　

竹
森　

貞
美�

（
鳥
取
市
）　

　

理　

事　

大
西　

隆
秀�

（
鳥
取
市
）　

　

理　

事　

下
澤　

理
如�

（
鳥
取
市
）　

　

理　

事　

土
橋　

周
美�

（
鳥
取
市
）　

　

監　

事　

田
邉　

忠
雄�

（
米
子
市
）　

　

監　

事　

内
田　

欣
男�

（
米
子
市
）　

◎
研
修
会

　

テ
ー
マ

：「�

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」

　

講　

師

：

社
会
福
祉
法
人　

米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

主
事　

谷
口 

佑
介　

氏

鳥
取
市
自
治
連
合
会
事
務
局

／
鳥

取
市

福
祉

文
化

会
館

内
／

〒
680-0022 鳥

取
市

西
町

二
丁

目
311

／
TEL（

0857）20-0100・FAX（
0857）20-0171

／
http://chiiki.city.tottori.tottori.jp/tottori-jivhiren

　

自
治
連
だ
よ
り
第
二
十
三
号
の
発
行
に
際
し
、
原
稿
依
頼
に
快
く
応
じ
て
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
編
集
作
業
で
は
広
報
委
員
の
皆
様
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
や
課
題
を
抱
え
な
が
ら
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
を
拝
察
し
、
心
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
致
し
ま
し
た
。

　

高
松
市
で
の
研
修
会
で
は
、
自
治
会
加
入
促
進
の
取
り
組
み
の
本
気
度
が
伝
わ

り
ま
し
た
。
特
に
行
政
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
広
報
委
員
長　

土
橋
周
美
）
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